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（評価結果） 

Ａ（研究領域の設定目的に照らして、期待どおりの進展が認められる） 

 

 

（評価結果の所見） 

本研究領域は、植物が多様な環境因子に応答して細胞レベルで構造を力学的に最適化しているとい

う仮説の下、植物の形態形成プロセスを力学的な観点から解明し、それを建築におけるサステナブル

構造システムのモデル構築に展開しようとする独創的かつ意欲的な研究を展開している。 
植物科学分野では質・量ともに充実した成果が認められる。また、領域代表者のリーダーシップの

下、分野間の連携を促進させるための研究集会や勉強会が精力的に実施され、植物科学分野に力学的

視点が取り入れられた融合研究が推進されていることも評価に値する。若手育成、国際活動、アウト

リーチに関しても、国際的な研究ネットワークを駆使しつつ領域内外の連携が推進されるような工夫

が成果を挙げており、また、サイエンスコミュニケーターを配置して一般社会へのアウトリーチ活動

も精力的に行っている点も高く評価できる。 
一方で、植物科学分野の研究成果を建築学分野へ展開する融合研究については一層の進捗が望まれ

る。今後は、研究領域として目指すゴールに向けて、植物科学と建築構造学の有機的な連携による建

築構造学分野の研究展開に期待したい。 
 

 

  


